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DELTA-2キャンペーン速報：FPIの観測結果

Initial reports of DELTA-2 campaign: results from FPI
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極域におけるオーロラ活動の活発化に伴い、下部熱圏大気（高度 90-120 km）の運動や温度は大きな変動を受ける。し
かし、その発生機構の定量的な理解は現在もなお観測的・計算機実験的な研究対象であり、未解明な問題が数多く残さ
れている。このようなオーロラ活動に伴う下部熱圏における大気力学とエネルギー収支に関わる問題の解明を目的とし
た DELTA(Dynamics and Energetic of Lower Thermosphere in Aurora)キャンペーンが 2004年 12月に行われ、観測ロケッ
ト S-310-35号機が打ち上げられた。ロケット搭載機器による窒素分子温度と密度およびオーロラ発光強度の測定、地上
に設置した FPI(Fabry-Perot Interferometer;ファブリペロー干渉計)による中性大気風測定、EISCAT(European Incoherent
Scatter)レーダーによる電子・イオンの温度や密度の測定が行われ、下部熱圏大気の力学とエネルギー収支を考える上で
貴重な包括的データセットが得られた。しかしながら、観測ロケットと EISCATレーダーまたは FPIの距離が離れてい
るため、これらの観測対象を同一空間で発生したものと見なす事の妥当性について疑問が残された。結果的にオーロラ
活動に伴って発生する大気擾乱現象の存在を見出したが、その水平構造の解明という新たな問題が提示された。
この DELTAキャンペーンの観測結果を踏まえ、2009年 1月に DELTA-2キャンペーンを実施し、ブレークアップが発

生する 10分前というタイミングで 1月 26日 00:15UTにロケット打ち上げに成功した。ロケット搭載機器として新たに
ＴＭＡ（トリメチルアルミニウム放出器）を追加し、下部熱圏の大気運動をその場で観測した。さらに、EISCATレー
ダーと同じ場所に新たに FPIを設置し、下部熱圏運動を地上からも観測した。これにより当初問題であった観測対象の
同一空間仮定の妥当性を向上させ、より詳細な議論が期待できる。ロケット打ち上げの晩、FPIは波長 557.7 nmのフィ
ルターを使用し、天頂角 15°で東西南北と鉛直方向の計 5方向を観測した。積分時間は各方向 15秒で、1サイクル 2分
45秒となっている。1サイクル毎にレーザー光観測を行っている。本発表ではDELTA-2キャンペーンの速報として、FPI
の初期結果を報告する。


